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せいろう 2009せいろう 2009

●人口 14,114人（前月比 －　  7人）　　男 7,068人（－3人）
　　　　　　　 （前年比 ＋ 103人）　　女 7,046人（－4人）　　●世帯数 4,097世帯 前月比

（＋1世帯）
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平
成
21
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
丸
潟
の
吉
井

美
穂
さ
ん
が
調
停
委
員
と
し
て
の
多
年
の
ご
功
績

に
よ
り
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

吉
井　

美
穂 

さ
ん　
70
歳
（
丸
潟
）

瑞宝双光章受章瑞宝双光章受章

平成21年 秋の叙勲平成21年 秋の叙勲
受章おめでとうございます受章おめでとうございます受章おめでとうございます

◆
善
行
者

　

○
町
に
対
し
、
多
額
の
金
品
を
寄
付
し
た
者

　
　
（
本
人
の
希
望
に
よ
り
氏
名
は
掲
載
い
た

　
　

  

し
ま
せ
ん
）

　

○
一
般
町
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
し
た
者

　
　
　

第
64
回
国
民
体
育
大
会
ト
キ
め
き
新
潟
国

　
　

体
に
出
場
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
団
体

　
　

及
び
個
人
と
し
て

　
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
　
（
サ
ッ
カ
ー
競
技
成
年
男
子
）

　
　

口　

木　

未　

来

（
サ
ッ
カ
ー
競
技
成
年
女
子
）

　
　

平　

野　

良　

樹

（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
成
年
男
子
エ
ペ
）

　
　

足　

立　

亮　

士

（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
成
年
男
子
エ
ペ
）

　
　

小　

林　

裕　

貴

（
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
成
年
男
子
）

　
　

石　

田　
　
　

健

（
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
成
年
男
子
）

◎
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
多
年
に
わ
た

　

り
金
員
を
寄
附
し
、
感
謝
状
を
贈
呈
さ

　

れ
る
方
（
敬
称
略
）

　
　

堀　
　
　

常　

勇
（
網
代
浜
）

受賞者を代表してあいさつされる有田一矢監督受賞者を代表してあいさつされる有田一矢監督
（ＪＡＰＡＮサッカーカレッジ）（ＪＡＰＡＮサッカーカレッジ）

町食生活改善推進委員による
にんじんゼリー試食

鍋コンテスト将棋大会

せ
い
ろ
う
秋
ま
つ
り
’09

せ
い
ろ
う
秋
ま
つ
り
’09

　

十
一
月
二
日
、
三
日
に
せ
い
ろ
う
秋
ま
つ
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

穏
や
か
だ
っ
た
十
月
か
ら
一
転
し
、
冷
え
込
み
の
き
つ
い
天
候
と
な
り

ま
し
た
が
文
化
祭
、
芸
能
歌
謡
祭
、
農
業
振
興
祭
な
ど
に
は
大
勢
の
皆
様

に
参
加
い
た
だ
き
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
催
さ
れ
た
文
化
記
念
式
典
で
は
、
町
の
発
展
や
文
化

の
向
上
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
皆
様
を
表
彰
す
る
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
式
典
に
お
き
ま
し
て
、
表
彰
さ
れ
た
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）

◆
町
の
公
職
に
永
年
従
事
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方

　

○
聖
籠
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て

　
　

長
谷
川　
　
　

徳
（
網
代
浜
）

　

○
聖
籠
町
教
育
委
員
会
委
員
長
と
し
て

　
　

小　

柳　

健　

二
（
二
本
松
）

◆
直
系
三
代
で
同
一
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
世
帯
と
し
て

　

表
彰
さ
れ
る
方

　
　

村　

山　
　
　

茂
（
道
賀
新
田
）

　
　

髙　

橋　

重　

司
（
二
本
松
）

　
　

高　

松　

ハ
ツ
子
（
亀　

塚
）

表彰された皆様

秋
ま
つ
り
の
ス
ナ
ッ
プ

作品展示エコバッグづくり町民茶会

　

吉
井
さ
ん
は
、
昭
和
59
年
に
調
停
委
員
と
し
て
選
任
さ

れ
、
以
来
新
発
田
地
区
調
停
協
会
に
お
い
て
、
平
成
15
年

か
ら
民
事
研
修
委
員
長
、
そ
の
後
事
務
局
長
、
18
年
最
高

裁
判
所
長
官
表
彰
、
19
年
か
ら
新
発
田
地
区
会
長
、
新
潟

県
調
停
協
会
理
事
を
務
め
ら
れ
現
在
に
い
た
り
ま
す
。

　

多
年
に
わ
た
り
、
民
事
及
び
家
庭
調
停
委
員
と
し
て

様
々
な
紛
争
の
解
決
に
あ
た
り
、
広
く
阿
賀
北
一
帯
の
住

民
の
生
活
を
目
立
た
な
い
と
こ
ろ
か
ら
支
え
、
地
域
社
会

形
成
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

11 月６日、伝達式が行われた11月６日、伝達式が行われた
最高裁判所にて最高裁判所にて
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当
日
は
、
避
難
開
始
後
に
安
否
確
認
担
当
者
が
隣

近
所
の
家
に
逃
げ
遅
れ
者
が
い
な
い
か
、
各
戸
に
声

を
掛
け
な
が
ら
の
安
否
確
認
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
安
否
確
認
の
際
に
発
見
し
た
負
傷
者
を
避

難
途
中
の
人
に
協
力
を
求
め
て
搬
送
す
る
訓
練
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　

自
力
で
避
難
で
き
な
い
寝
た
き
り
の
方
や
、
障
害

を
持
っ
た
方
々
な
ど
を
地
域
住
民
が
協
力
し
て
避
難

さ
せ
る
訓
練
が
16
集
落
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
災
害
対
処
の
力
を
強
化

　

去
る
10
月
18
日
（
日
）、
住
民
主
体
型
の
ま
ち
な
か
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
の
訓
練
内
容
を
更
に
充
実
さ
せ
な
が
ら
町
民
一
人

ひ
と
り
の
尊
い
生
命
を
守
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
共
に
助
け
合
い
な
が
ら
災
害
に
対
処
し
て
い
く
、
地
域
共
助
の
体

制
づ
く
り
と
、
そ
の
育
成
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

　

当
日
は
震
度
６
強
の
大
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、
午
前

9
時
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
町
内
全
集
落
で
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
直
後
に
先
ず
身
の
安
全
を
確
保
し
、

家
族
の
安
否
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
情
報
収
集
、

そ
し
て
隣
近
所
の
安
否
確
認
、
自
力
で
避
難
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
方
々
の
救
出
・
搬
送
な
ど
、
そ

の
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
助
け
合
い
な
が
ら
災
害

に
対
処
す
る
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
集
落
で
火
災
発
生
直
後
の
初
期

消
火
と
し
て
、
日
常
に
お
い
て
使
う
こ
と
の
無
い

消
火
器
、
消
火
栓
な
ど
を
使
っ
た
訓
練
も
行
わ
れ
、

参
加
し
た
住
民
は
消
防
関
係
者
の
説
明
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
訓
練
に
取
り
組
む
様
子
を
紹

介
し
ま
す
。

地
域
・
住
民
主
体
の
防
災
訓
練
を
実
施

協力し合って要援護者をリヤカーで搬送（亀塚）

◀
隣
近
所
に
声
を
か
け
な
が
ら
安
否

　

確
認
（
汐
美
台
）

逃
げ
遅
れ
者
は
い
な
い
か
？

地
域
住
民
の
安
否
を
確
認

▶
車
椅
子
を
用
い
た
搬
送
訓
練

　
（
亀
塚
）

◀
担
架
に
よ
る
搬
送
訓
練
（
外
畑
）

▶
助
け
合
っ
て
負
傷
者
を
救
出

　
（
旭
ケ
丘
）

◀
水
消
火
器
を
使
用
し
て
の
消
火
訓

　

練
（
本
大
夫
）

▶
幼
い
子
ど
も
た
ち
も
大
人
と
一
緒
に
避
難
（
外
畑
）

　

住
民
が
助
け
合
い
な
が
ら
、
み
ん
な
で
避
難
で
き

る
よ
う
安
否
確
認
訓
練
が
全
集
落
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
地
震
が
発
生
す
る
と
タ
ン
ス
が
倒
れ
た
り
、
物

が
落
下
し
た
り
と
い
う
状
況
が
お
こ
り
ま
す
。
い
ざ

避
難
し
た
く
て
も
タ
ン
ス
の
下
敷
き
に
な
っ
た
り
、

怪
我
を
し
た
り
で
動
け
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
住
民
の
助
け
合
い
で
よ
り
多
く

の
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
、
隣
近
所
の
人
の
安
否
を

確
認
す
る
体
制
づ
く
り
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

要
援
護
者
を
救
え

リ
ヤ
カ
ー
な
ど
で
搬
送

　

避
難
開
始
後
に
要
援
護
者
担
当
者
が
要
援
護
者
宅

へ
急
行
し
、
担
架
、
リ
ヤ
カ
ー
、
車
椅
子
な
ど
を
用

い
た
様
々
な
形
で
の
救
出
、
搬
送
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
『
リ
ヤ
カ
ー
は
我
々
高
齢
者

で
も
搬
送
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
い
。
各
集
落
に
配

備
で
き
れ
ば
』、『
災
害
時
を
考
え
る
と
要
援
護
者
が

ど
こ
に
い
る
の
か
、
可
能
な
範
囲
で
広
く
知
ら
せ
る

べ
き
』
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
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▲消防署員指導による初期消火　訓練（外畑）

消
防
が
来
る
ま
で
に
初
期
消
火

　

災
害
に
よ
る
火
災
発
生
を
想
定
し
、
住
民
の
協
力

に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
が
29
集
落
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
電
話
不
通
、
道
路
陥
没
な
ど

で
消
防
機
関
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
は
か
な
り

の
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
現
場
の
地
域
住
民
に

よ
る
初
期
消
火
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
消
防
署
員
、
消
防
団
員
の
指
導
の
も
と
、

日
常
に
お
い
て
使
う
こ
と
の
無
い
消
火
器
に
よ
る
消

火
、
消
火
栓
を
使
っ
た
放
水
、
住
民
の
協
力
に
よ
る

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

『
非
常
に
い
い
訓
練
に
な
っ
た
。
多
く
の
住
民
に
体
験

し
て
も
ら
い
た
い
が
訓
練
用
消
火
器
が
不
足
』、『
消

▲消火栓を使った消火訓練　（汐美台）

▲救急法訓練（本大夫）

火
器
も
正
し
く
使
わ
な
い
と
消
火
で
き
な
い
こ
と
が

分
か
っ
て
有
意
義
だ
っ
た
』
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

救
急
法
や
防
犯
ベ
ル
の
点
検
も

　

本
大
夫
集
落
で
は
、
災
害
時
等
の
人
命
救
助
を
目
的
に

人
口
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
心
肺
蘇
生
法
と
、
蘇
生

率
の
向
上
に
非
常
に
有
効
な
手
段
と
な
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
利
用
し
た
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
操
作
方
法
等
を
消

防
署
員
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
三
賀
集
落
で
は
、
防
犯
・
防
災
意
識
の
向
上

を
図
る
た
め
、
各
世
帯
に
設
置
し
て
あ
る
防
犯
ベ
ル
を
実

際
に
鳴
ら
し
て
、
ベ
ル
の
点
検
と
使
用
方
法
の
再
確
認
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

１５集落が自主防災組織設置
今年度中に全集落で

　

ま
ち
な
か
防
災
訓
練
の
定
着
化
に

よ
り
、
地
域
の
中
で
、
防
災
に
関
す

る
話
合
い
や
、
防
災
対
策
の
取
り
組

み
な
ど
で
集
ま
る
機
会
が
多
く
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

町
で
は
、
平
成
19
年
か
ら
区
長
会

議
、
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る

と
お
り
、
訓
練
を
通
し
て
住
民
の
皆

さ
ん
の
防
災
意
識
を
高
め
な
が
ら
、

全
集
落
で
自
主
防
災
組
織
が
設
置
さ

れ
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
11
月
1
日
現
在
で
15
集
落

が
自
主
防
災
組
織
を
設
置
し
、
平
常

時
の
訓
練
方
法
や
災
害
発
生
時
の
避

難
方
法
、
役
割
分
担
な
ど
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
大

規
模
災
害
に
備
え
、
地
域
が
助
け
合

い
な
が
ら
災
害
に
対
処
で
き
る
体
制

を
一
日
も
早
く
構
築
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
22
年
3
月
を
目
途
に
全
集

落
で
自
主
防
災
組
織
が
設
置
さ
れ
る

よ
う
、
集
落
区
長
さ
ん
を
中
心
に
作

業
が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
作

業
を
進
め
て
い
く
段
階
で
地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ま
ち
な
か
防
災
訓
練

　
　

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

10
月
に
実
施
さ
れ
た
、
地
域
・
住
民
主
体
型
の
ま
ち
な
か
防
災
訓
練
に
つ
い
て
、
全
集
落

区
長
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
聖
籠
町
の
防
災
行
政
へ
の
取
組
方
針
の
参
考
と
す
る
も
の
で
、
今

回
の
ま
ち
な
か
防
災
訓
練
の
参
加
を
踏
ま
え
、
地
域
防
災
力
の
強
化
に
向
け
た
積
極
的
な
意

見
、
提
案
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
並
び
に
主
な
意
見
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

３
年
目
と
な
る
、
今
回
の
ま
ち

な
か
防
災
訓
練
に
は
全
集
落
合
わ

せ
て
１
９
２
２
名
（
屋
外
訓
練
参

加
者
数
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
参
加
者
数
は
昨
年
の
１
７
１
６

名
よ
り
２
０
６
名
増
加
し
て
お

り
、
こ
の
訓
練
を
通
し
て
住
民
の

防
災
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ

と
と
、
地
域
に
お
け
る
訓
練
の
定

着
化
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
並
び
に
意
見

等
で
も
、
ま
ち
な
か
防
災
訓
練
に

「
よ
か
っ
た
（
有
意
義
だ
っ
た
）」

が
昨
年
の
各
訓
練
平
均
値
65
パ
ー

セ
ン
ト
か
ら
10
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇

し
、
75
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
ま
し

た
。

　

特
に
日
常
使
う
こ
と
の
な
い
消

火
器
や
消
火
栓
を
使
っ
た
初
期
消

火
訓
練
は
「
よ
か
っ
た
（
有
意

義
だ
っ
た
）」
が
93
パ
ー
セ
ン
ト
、

集
落
区
長
が
防
災
無
線
を
使
っ
て

避
難
を
呼
び
か
け
る
避
難
情
報
伝

達
訓
練
は
85
パ
ー
セ
ン
ト
。
ま
た
、

隣
近
所
の
住
民
の
安
否
を
確
認
し

な
が
ら
避
難
す
る
安
否
確
認
訓
練

は
「
よ
か
っ
た
（
有
意
義
だ
っ
た
）」

が
69
パ
ー
セ
ン
ト
、
自
力
避
難
で

き
な
い
要
援
護
者
を
救
出
・
搬
送

す
る
要
援
護
者
避
難
訓
練
は
77

パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
ほ
と
ん
ど

の
訓
練
で
10
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
す

る
結
果
と
な
り
、
災
害
時
に
お
け

る
地
域
の
助
け
合
い
の
重
要
性
が

訓
練
が
定
着
化

助
け
合
い
の
必
要
性

　
　
　
　

を
再
認
識

更
に
認
識
さ
れ
た
形
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
主
な
意
見
で
も
「
地
域

全
体
が
一
緒
に
行
動
し
、
協
力
す

る
こ
と
の
必
要
性
が
再
認
識
さ

れ
、
防
災
意
識
も
高
ま
っ
た
」、「
訓

練
へ
の
住
民
の
協
力
体
制
が
で
き

つ
つ
あ
る
と
思
う
。
訓
練
が
定
着

し
て
き
た
」
な
ど
の
意
見
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

反
面
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
緊

迫
感
、
機
敏
性
に
欠
け
た
訓
練
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、「
自
力
避

難
で
き
な
い
方
々
の
具
体
的
な
避

難
方
法
等
を
詰
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
」、「
住
民
の
防
災
訓
練
へ
の

関
心
の
低
さ
が
感
じ
ら
れ
た
」
と

い
う
意
見
も
寄
せ
ら
れ
、
今
後
の

課
題
と
な
り
ま
し
た
。

▲ 訓練を終え消防署員から講評を受ける（外畑）

7　H21.12 広報聖籠

��������	
��
		���� �������������	
��
��




安否確認訓練
　避難勧告の発令を受け、あらかじめ指定された安否確認者が逃げ遅
れ者が出ないよう、隣近所の住民に声を掛けながら安全な場所に避難
する訓練です。各集落で安否確認の必要性と、確認方法、協力体制に
ついての認識が深まることが期待されていました。

  《主な意見等》
①全世帯への声かけが実施でき、訓練は成功だった。
②安否確認の方法等課題もあった。良かった点、悪かった点を話し合い、 
　今後の訓練に生かしたい。
③訓練のせいか声かけをためらう人がいた。
④安否確認をしても訓練のせいか消極的な対応が目立った。実際の災害で
　は大丈夫か。

よくなかった
0 ％

よかった
69％

どちらとも
いえない
31％

要援護者避難訓練
　避難勧告の発令を受け、あらかじめ指定された要援護者を救助担当
者が救出し、安全な場所に搬送する訓練です。今後、取り組みが本格
化する災害時要援護者対応の必要性、協力体制についての認識が深ま
ることが期待されていました。

  《主な意見等》
①要援護者の救助から搬送までスムーズな対応ができた。
②救助担当者が未定だった組などもあったので、後日、集落であらためて
　訓練を実施したい。
③障害者のみでなく、高齢者等歩行困難な人たちを平時において把握して
　おく必要があるのでは。

よかった
77％

よくなかった
8 ％

どちらとも
いえない
15％

初期消火訓練
　火災に遭遇した際の住民の協力による消火訓練です。日常使うこと
のない消火器の使用方法や、消防団不在を想定した消火栓の使用方法
などの訓練が行われました。

  《主な意見等》
①消防の指導で消火器の使い方や構造が勉強でき、実体験もできて有意義 
　だった。参加者も皆真剣だった。今後も継続を。
②消火器も正しく使わないと火が消せないことが分かって有意義だった。
　子どもたちにもいい経験になった。
③消火栓の水圧の凄さに驚きました。正しく使う必要性を感じたのと同時
　に、女性やお年寄りには難しいと感じた。

よかった
93％

よくなかった
0 ％どちらとも

いえない
7 ％

①地域全体が一緒に行動し、協力することの
　必要性が再認識され、防災意識も高まった。
②訓練への住民の協力体制ができつつあると
　思う。訓練が定着化してきた。
③今後も集落の独自性、意見を尊重した訓練
　を実施してほしい。
④全体的に訓練という意識が働いているせい
　か、緊迫感と機敏性が欠けていた。
⑤若年層を中心に防災への危機感が感じられ

　ず、思ったより参加者が少なかった。来年
　はもっと広く参加を呼びかけたい。
⑥集落によるが、住民の防災訓練への関心の
　低さが感じられた。
⑦今後、自力避難できない方々の具体的な避
　難方法等を詰めていく必要がある。

全体意見・要望

まちなか防災訓練に関するアンケート調査集計結果

地震発生時安全確保訓練
　地震発生直後に先ずは身の安全を確保することの大切さと行動を確
認する訓練です。日常において、家族等で安全な場所の確認が行われ
ることも期待されていました。

  《主な意見等》
①身の安全を守る基本が確認できてよかった。
②身の安全を確保する場所の話し合いが必要。

よくなかった
0 ％

よかった
65％

どちらとも
いえない
35％

地震情報収集訓練
　各家庭の戸別受信機から情報を聞き取る習慣付けと、いざというと
きの受信機の重要性を認識してもらうための訓練です。なお、今回の
訓練では受信機の点検も兼ねていました。

  《主な意見等》
① 集落によって戸別受信機未設置世帯が多くある。町で現状を確認し、設
　置してほしい。
②雑音のため常に受信器を切った状態の家があった。必要性を訴えていく
　べき。
③受信機が聞き取りづらい、聞こえないという所もあった。

よくなかった
6 ％

よかった
78％

どちらとも
いえない
16％

避難勧告発令
　各家庭の戸別受信機から情報を聞き取る習慣付けと、避難勧告確認
後、冷静に非常持出品を持って、家族とともに避難を開始する訓練で
した。

  《主な意見等》
① 非常持出品の確認など、良い機会になった。
② 勧告発令後に更に集落内への呼びかけを行った。

よくなかった
3 ％

よかった
57％

どちらとも
いえない
40％

避難情報伝達訓練
　集落に設置の防災無線を使って、地域住民に安全な避難を呼びかけ
る訓練です。今回の訓練では、放送機器の取扱方法の確認と機器の点
検を兼ねていました。

  《主な意見等》
①放送内容を聞き取れない場所があった。
②放送前後にﾁｬｲﾑ等を入れた方が、集中して聞いてもらえると思う。
③機器の取扱確認ができて良かった。また、今後も講習会を実施してほし
　い。
④操作盤の位置が高く使いづらい。台等の設置はできないか。

よくなかった
6 ％

よかった
85％

どちらとも
いえない
9 ％

調査表回収率（全集落）100％　　　訓練に参加した町民の数  1922人   ※参加人数は屋外での訓練に参加した数値
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と
き
に
備
え
て
真
剣
に
学
ん
で
い

ま
し
た
。

　

11
月
7
日
（
土
）

●
聖
籠
町
育
樹
祭

　

好
天
に
め
ぐ
ま
れ
実
施

　
「
育
も
う
心
の
樹
、
育
て
よ
う　

緑
の
保
安
林
」
を
合
言
葉
に
、
爽

や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
亀
代
小

学
校
付
近
の
砂
防
林
で
育
樹
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

を
は
じ
め
関
係
機
関
か
ら
約
60
人

が
参
加
し
、
松
の
木
の
間
引
き
や

枝
打
ち
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
育
樹
祭
は
、
保
安
林
の
保

護
、
育
成
を
す
る
と
と
も
に
、
広

く
町
民
の
方
々
に
保
全
作
業
を
体

平
成
21
年
度

国
土
調
査
の
現
地
調
査
を
進
め
て

い
ま
す
。

　　

今
年
度
国
土
調
査
を
実
施
し
て

い
る
蓮
潟
地
区
で
は
、
現
地
調
査

を
進
め
て
い
ま
す
。
9
月
か
ら
10

月
に
か
け
て
実
施
し
た
道
路
や
河

川
・
水
路
な
ど
の
境
界
立
会
い
に

引
き
続
き
、
10
月
末
か
ら
は
、
個

人
が
所
有
す
る
土
地
の
境
界
に
つ

い
て
、
現
場
で
の
確
認
作
業
を
進

め
て
お
り
、
平
成
22
年
7
月
頃
の

図
面
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

町
内
の
公
園
ト
イ
レ
を
一
部
閉
鎖

し
ま
す

　

冬
期
間
、
町
内
の
い
く
つ
か
の

公
園
内
ト
イ
レ
施
設
を
水
道
管
の

凍
結
防
止
対
策
と
し
て
閉
鎖
い
た

し
ま
す
。
利
用
者
の
方
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
。
3
月

に
な
り
ま
し
た
ら
再
び
利
用
で
き

る
よ
う
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

11
月
８
日
（
日
）

・
消
防
団
機
関
員
講
習
会
開
催

　

消
防
団
員
の
資
質
と
消
防
技
術

の
向
上
を
目
的
と
し
た
聖
籠
町
消

防
団
機
関
員
講
習
会
が
11
月
８
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
自
動
車
ポ
ン
プ
と

小
型
ポ
ン
プ
に
分
か
れ
て
、
適
確

な
放
水
作
業
等
の
基
本
的
な
実
技

講
習
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

し
た
団
員
は
、
火
災
現
場
の
状
況

を
想
定
し
な
が
ら
、
い
ざ
と
い
う

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
整
備
課

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

生
活
環
境
課

産
業
観
光
課

験
し
て
頂
き
、
緑
の
大
切
さ
を
実

感
し
、
森
林
に
親
し
ん
で
い
た
だ

く
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
続
け
て

い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
定
例
会

　

10
月
26
日
（
月
）

第
10
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例

会
開
催

・
通
学
区
域
外
就
学

　

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

●
学
校
訪
問

　

10
月
６
日
（
火
）

第
５
回
学
校
訪
問
実
施

　
　
　
（
蓮
野
小
学
校
）

　

10
月
14
日
（
水
）

第
６
回
学
校
訪
問
実
施

　
　
　
（
亀
代
こ
ど
も
園
）

　

10
月
22
日
（
木
）

第
７
回
学
校
訪
問

　
　
　
（
亀
代
小
学
校
）

●
学
校
訪
問
会
食

　

10
月
２
日
（
金
）

第
９
回
学
校
訪
問
会
食
実
施

　
　
　
（
山
倉
小
学
校
）

　

10
月
15
日
（
木
）

第
10
回
学
校
訪
問
会
食
実
施

　
　
　
（
聖
籠
中
学
校
）

　

10
月
21
日
（
水
）

第
11
回
学
校
訪
問
会
食
実
施

　
　
　
（
亀
代
小
学
校
）

　

10
月
26
日
（
月
）

聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
20
期
第
33

回
総
会

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る

　

譲
受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

　

所
有
権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い

　

て
・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

　

利
用
権
設
定
に
つ
い
て

・
平
成
21
年
度
の
目
標
及
び
そ
の

　

達
成
に
向
け
た
活
動
計
画
（
又

　

は
案
）
の
承
認
に
つ
い
て

以
上
の
４
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会

学
校
教
育
課
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　総務課
消費生活相談窓口

２７－１９５８（直通）

消費生活相談員
見田　好子

知らないと　損・そん知らないと　損・そん
予備知識はわたしたちを悪質商法から守ってくれます。

vol.7
通　信

　キャッシュカードが盗難等の被害にあったとき、正しく
管理をしていれば、被害額は全額補償されます。
　しかし暗証番号を生年月日にする等適切な管理をしてい
ない場合は、一部かまたは全額補償されないこともあります。

　●　暗証番号をカードに書き込む。
　●　暗証番号を生年月日や電話番号などにする。
　●　暗証番号を書いたメモをカードと一緒に保管している。
　●　他人にカードを渡した。
　●　他人に暗証番号を教えた。

　上記のような管理をしている方はすぐに改めてください。

　お知らせ
下記日程で消費者トラブルのお話と相談会を開きます。他にも、要望があり
ましたら出かけますのでご連絡ください。
　日程：12月16日（水）
　　　　　　●午前：10：00～11：30　亀塚公会堂
　　　　　　●午後：13：00～14：30　藤寄公会堂

キャッシュカードの管理は
　　　　　どうしていますか？
キャッシュカードの管理は
　　　　　どうしていますか？

多重債務問題の解決は相談から！
　借金を返済する為に別の借入先から新たに借金をするなど、複数の借入を行って、返済が困難な状態に陥って
いることを「多重債務」状態と言います。多重債務問題は弁護士や司法書士といった法律専門家に相談すること
によって必ず解決できます。借金の返済などでお悩みの方、または身近に借金のことで悩んでいる方がいました
ら、下記相談窓口へのご相談、ご紹介をお願いします。

　県内の主な多重債務相談窓口

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

多重債務問題の解決は相談から！

◆新潟県消費生活センター
　相談時間　月～金　午前 9時～午後 4時 30分　土曜日（電話相談のみ）

☎０２５－２８５－４１９６

◆新潟県弁護士会（多重債務相談無料電話ガイド）
　相談時間　月～金　午前10時～午後 3時　※面談による相談も無料で実施

☎０２５－２２２－５５３３

◆新潟県司法書士会（多重債務ホットライン）
　相談時間　月～金　午前10時～午後 0時、午後 1時～午後4時30分

☎０２５－２２５－９３３３

◆関東財務局新潟財務事務所
　相談時間　月～金　午前8時30分～午後 0時、午後 1時から午後 4時30分

☎０２５－２２９－２７８８

◆財団法人　日本クレジットカウンセリング協会新潟センター
　カウンセリング予約受付時間　午前10時～午後 0時40分、午後 2時～午後 4時40分
　カウンセリング（面談による相談）は火・木の午後 2時～午後 5時※予約制

☎０２５－２４８－３３１１

◆法テラス新潟（民事法律扶助による無料法律相談）
　相談には事前予約が必要（収入・資産が一定基準以下の方が対象です）
　予約受付時間　月～金　午前 9時～午後 5時

☎０５０－３８３－５４２０

　このほか聖籠町消費生活相談窓口でも受け付けて、必要なサポートを行っています。

消 費 生 活消 費 生 活
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平
成
21
年
６
月
、
改
正
育
児
・
介

護
休
業
法
が
成
立
し
ま
し
た
。

【
主
な
改
正
内
容
】

①
育
児
に
か
か
る
短
時
間
勤
務
・
所

　

定
外
労
働
の
免
除
制
度
の
義
務
化

②
子
の
看
護
休
暇
の
拡
充
…
子
が
２

　

人
以
上
の
場
合
は
年
10
日
ま
で

③
父
親
の
育
児
休
業
の
促
進
…
父
母

　

と
も
に
育
児
休
業
を
す
る
場
合
は

　

１
歳
２
ヶ
月
ま
で
拡
充　

他

④
介
護
休
暇
の
創
設
…
年
５
日
（
対

　

象
家
族
が
２
人
以
上
の
場
合
年
10

　

日
ま
で
）

⑤
紛
争
解
決
援
助
制
度
、
法
違
反
の

　

是
正
に
係
る
過
料
等
の
創
設

　

新
潟
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
０
２
５
―
２
３
４
―
５
９
２
８

 　　

I N FORMAT ION

INFORMATION

I N FORMAT ION

お問い合わせ先
町   役   場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
診   療   所　　☎27－1234

12 月 の 行 事

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

12
月

2
日
・
安
心
・
安
全
の
道
づ
く

　
　
　

り
の
実
現
を
求
め
る

　
　
　

全
国
総
決
起
大
会

3
日
・
新
潟
県
国
民
健
康
保
険

　
　
　

団
体
連
合
会
理
事
会

5
日
・
聖
籠
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

　
　
　

協
議
会
研
究
大
会

6
日
〜
・
12
月
議
会
定
例
会

　
　
　
（
予
定
）

10
日
・
全
国
町
村
会
常
任

　
　
　

理
事
会

15
日
・
区
長
会
議

16
日
・
農
家
組
合
長
会
議

21
日
・
新
発
田
地
域
広
域
事
務

　
　
　

組
合
平
成
22
年
度

　
　
　

当
初
予
算
査
定

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

10月の届出

（注１）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承
　　　  諾の押印をいただいた方のみ掲載しております。
（注２）略した文字で掲載してあります。
　　　  戸籍の氏名と異なることがあります。
　　　  ご了承ください。

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

入　札　結　果
入札日　平成21年10月15日～平成21年10月15日

件　　名 場　　所 契約額（円） 業　者　名 納入完了日又は工事
（委託）期間最終日

入札
方法

1
消第5号　聖籠中学校
線消雪
井戸掘削工事

聖籠町大字
諏訪山地内 6,930,000 ㈱日さく

北信越支社 平成21年12月19日 不調により
随意契約

2
地上デジタル対応
テレビ購入
（その１）

聖籠町役場 871,500 ㈱坂井電設 平成21年12月26日 指名競争
入　　札

3
地上デジタル対応
テレビ購入
（その５）

蓮野小学校
山倉小学校
亀代小学校

2,730,000 ㈲三美電気商会 平成21年12月26日 指名競争
入　　札

4
地上デジタル対応
テレビ購入
（その６）

聖籠中学校 609,000 ㈲市川電業 平成21年12月26日 指名競争
入　　札

5
地上デジタル対応
テレビ購入
（その７）

蓮野こども園
蓮潟こども園
亀代こども園

913,500 吉田電気商会 平成21年12月25日 指名競争
入　　札

6
地上デジタル対応
テレビ購入
（その８）

蓮野、山倉、亀代
小学校
聖籠中学校

蓮野、蓮潟、亀代
こども園
学校給食共同
調理場

997,500 ㈱坂井電設 平成21年12月26日 指名競争
入　　札

7 農産物加工センター建築工事
聖籠町大字
蓮野　地内 25,200,000 曽根建㈱ 平成22年2月24日

総合評価
指名競争
入　　札
［簡易（提
案）型］

8
亀代こども園
バス待合所
建築工事

聖籠町大字
亀塚地内
3箇所

2,320,500 ㈱諏訪建設 平成21年12月23日 指名競争
入　　札

9
蓮潟こども園
給食搬入口
改修工事

聖籠町立
蓮潟こども園 2,268,000 曽根建㈱ 平成22年 1月 2日 指名競争

入　　札

げんきなよい子
出 生

 赤ちゃん 保護者 行政区

実
み り

莉 ちゃん （長谷川庸弘） 真　野

風
ふう

愛
あ

 ちゃん （大谷　　丞） 山三賀

永
と わ

羽 ちゃん （髙橋　　強） 網代浜

駿
しゅん

成
せい

  ちゃん （齋藤　　健） 東　山

遼
りょう

駕
が

  ちゃん （髙橋　従道） 網代浜

侑
ゆう

輝
き

 ちゃん （長谷川智之） 蓮　潟

瑠
る り な

莉菜 ちゃん （佐藤　健也） 山大夫

圭
けい

  ちゃん （五十嵐陽一） 聖中ヶ丘

陽
ひま り

莉 ちゃん （後藤　勇人） 次第浜

彩
あや

凪
な

  ちゃん （保苅　周司） 亀　塚 

倫
のり

子
こ

  ちゃん （小林　秀子） 藤　寄

蒼
そう

 ちゃん （齋藤　敦則） 亀　塚

高
齢
者
生
活
支
援
金
の

お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
生
活
の
安
定

を
図
る
た
め
に
生
活
支
援
金
（
月
額

１
０
０
０
円
）
を
支
給
し
て
お
り
ま

す
。

　

支
給
対
象
は
、
聖
籠
町
に
住
ん
で

い
る
65
歳
以
上
の
方
で
、

・
町
・
県
民
税
非
課
税
世
帯

・
町
が
賦
課
す
る
租
税(

税
金
・
上

　

下
水
道
料
金
等)

を
完
納
し
て
い

　

る
。

・
平
成
20
年
収
入
が
27
万
円
未
満
で

　

あ
る
。

・
生
活
保
護
の
受
給
者
で
は
な
い
。

・ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
入
所

　

者
で
は
な
い
。

　

以
上
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し

た
方
と
な
り
ま
す
。

　

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
を

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

保
健
福
祉
課　

福
祉
係

☎
２
７
―
６
５
１
１

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　 行政区

網代浜
　渡　邊　美

み

　咲
さき

 さん

　（角田）　寿
ひさ

　巳
み

 さん ｝
網代浜

　小　林　優
まさ

　輝
き

 さん

　（遠山）　　　蘭
らん

 さん ｝
真　野

　髙　橋　　　勲
いさお

 さん

　（山口）　亜
あ

　樹
き

 さん ｝

 氏　名 年齢 行政区

鈴　木　イ　シ さん （82 歳） 次第浜

渡　邉　岩
いわ

　太
た

 さん （76 歳） 次第浜

岩　渕　良
りょう

　作
さく

 さん （94 歳） 二本松

長谷川　忠
ただ

　孝
たか

 さん （65 歳） 蓮　潟

岩　村　フ　イ さん （78 歳） 亀　塚

渡　邊　ア　キ さん （87 歳） 網代浜

佐　藤　登
と し お

志男 さん （90 歳） 網代浜

伊　藤　スツヱ さん （86 歳） 蓮　潟

ごめいふくをお祈りします
死 亡

《相談事業》
ところ　役場1階　住民相談室
◆ 行政相談
　８日（火）午前９時30分～11時
　　役場総務課
　☎27－2111（内線226）

ところ　結いハート聖籠
◆ 心配ごと相談
　２日（水）、16日（水）
　午後１時～4時
◆ 弁護士相談
　24日（木）
　午後１時～4時
　　町社会福祉協議会
　☎27－6767

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆ 乳幼児健康診査・各種学級　

　○マタニティーママのリフレッシュ教室
　　３日（木）午前9時30分
　○1歳2ヵ月児歯科健診
　　14日（月）午後１時15分～
　○乳児健診
　　18日（金）午後１時15分～
　○1歳6ヵ月児健診
　　24日（木）午後１時15分～

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

●
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校
や
外
国
の
高
校
・
大
学
等
に
入
学
・

在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご

家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制

度
で
あ
り
、
全
国
述
べ
４
４
０
万
人

が
利
用
し
て
い
ま
す
。

・
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　

ご
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
に
入

学
・
在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者
で
、

子
供
の
人
数
に
応
じ
、
子
供
の
人
数

が
1
人
の
場
合
は
、
給
与
所
得
者
は

７
９
０
万
円
以
内
（
事
業
所
得
者
は

５
９
０
万
円
以
内
）。
子
供
の
人
数

が
2
人
以
上
の
場
合
は
、
給
与
所
得

者
は
７
９
０
万
円
に
子
供
の
人
数
1

人
あ
た
り
１
０
０
万
円
ず
つ
加
算
し

た
金
額
（
事
業
所
得
者
の
場
合
は
所

得
換
算
し
た
金
額
）
以
内
の
方
。

・
融
資
額
…
学
生
・
生
徒
お
1
人
に

　

つ
き
３
０
０
万
円
以
内

・
利　

率
…
年
２
・
６
５
％

（
固
定
金
利
、
平
成
21
年
11
月
10
日

現
在
）

●
お
申
込
に
関
す
る
ご
相
談

・「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
ご
利
用
い
た
だ

　

け
な
い
場
合
（
公
衆
電
話
、
Ｉ
Ｐ

　

電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
電
話

　

な
ど
）
の
電
話
番
号

☎
０
３
―
５
３
２
１
―
８
６
５
６

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
新
潟
支
店

☎
０
２
５
―
２
２
８
―
２
１
５
１

〈
参
考
〉

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
Ｈ
Ｐ　
　
　

　

http://w
w
w
.jfc.go.jp/

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活
事
業
Ｈ
Ｐ

　

http://w
w
w
.k.jfc.go.jp/

・
携
帯
電
話
用
Ｈ
Ｐ

育
児
・
介
護

休
業
法
の
改
正

に
つ
い
て

高齢者応援手当のおしらせ
　町では、高齢者の生活の安定と福祉の増進を図るため、高齢者応
援手当（年額3,600円）を支給します。
　支給対象は、聖籠町に住んでいる65歳以上の方で、次のすべての
条件を満たした方となります。

・平成21年４月１日現在、聖籠町内に住所を有する方または住所地特
　例により他市町村の介護保険施設に入所している方
　※ただし住所地特例により聖籠町内の介護保険施設に入所してい
　　る方は対象外となります。
・平成21年度末（平成22年３月31日）までに65歳以上となる方
・介護保険料の未納がない方

　該当者の方には、申請用紙を添えて、別途郵送でお知らせしてお
ります。
　申請書を提出いただいた後は、保健福祉課で審査をさせていただ
き、支給基準に該当した場合は、おおむね１ヶ月以内に手当を支給
いたします。申請書の提出期限は平成21年12月28日となって
おりますので、お忘れのないようお願いいたします。

　保健福祉課　福祉係　☎２７－６５１１

QRコード
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・・・火を取り扱う機会が多くなる季節です・・・

火災警報器の取り付けはおすみですか ?!
　消防法の改正により ｢住宅用火災警報器 ｣を平成23年5月31日までに設置することが義務付けられています。
　町では、火災から尊い命及び財産が奪われることのないよう、火災警報器の普及を促進するため、４月１日か
ら設置費用の一部助成を行っています。
　これからストーブなど火の取り扱いが多くなる季節になります。家族が安心して暮らせるよう、この機会に火
災警報器の積極的な取り付けをお願いします。

　助成対象者
　　町に居住し、かつ、自己所有住宅の世帯主またはこれに準ずる方が対象となります。
　　　※集合住宅、賃貸住宅等の入居者は対象外です。また、平成18年６月1日以降に基礎工事の着工を行った
　　　　新築住宅も対象外となります。　　

　助成対象経費等
　　住宅用火災警報器の設置にかかる購入及び業者に取り付けを依頼した場合は、その取付けに要し
　た費用が対象となります。
　　また、火災警報器は総務省令で定める基準を満たすものを設置して下さい。
　　　※基準を満たす火災警報器の目安として下図のＮＳマーク（　　   ）が付いているものをお奨めします。

　助成金額
　　助成対象経費の 2分の１ですが、10,000円が助成額の限度です。
　　　※助成金額に100円未満の端数が生じた場合は切り捨てとなります。

　申請方法及び助成金支給までのながれ

申請書類に必要事項を記入し、領収書原本（レシー
ト可）を添えて生活環境課に提出して下さい。
※１　申請書類は生活環境課に備え付けてあります。
　　また、町ホームページからもダウンロードでき
　　ます。
※２　領収書には、購入・工事の年月日、内容、
　　店名が記載されているか確認して下さい。

提出された申請書
類の審査を行いま
す。問題が無けれ
ば申請後30日前後
で指定の口座に助
成金を振込みます。

　申請にあたっての注意事項
　　⑴  申請は一住宅１回限りです。
　　⑵  職員が、現地調査を行う場合があります。

　火災警報器の種類
　　火災警報器には大きく分けて２つの種類があります。一つは煙を感知して火災を知らせる『煙感知
　式』。もう一つは台所等に有効とされる『熱感知式』があります。今回の義務化は、寝室等への設置とな
　ることから、『煙感知式』の設置が必要となります。
　　

　火災警報器を設置する場所
　設置する場所は、次のとおりです。
　１．寝室
　２．寝室が２階にある場合は、２階に通じる階段の上
　３．寝室が無い階で、4.5畳以上の部屋が５つ以上ある場合は、その階の廊下
　　　以上が今回義務化された設置場所ですが、取り付ける部屋内の位置も含めて、家の形態により判断が必要
　　な場合がありますので、詳しくは生活環境課にお尋ね下さい。

台所や客間などへの設置は助成対象外になります
　せっかく申請していただいても、審査により助成の対象から外れてしまう場合があります。実際に
あった事例は、『台所や居間、客間に設置した』、『熱感知式のものを設置した』などです。確認が必要
な場合は購入並びに取り付ける前にご相談下さい。

火災警報器
の取付けが
終わったら

　事業実施期間
　　平成21年4月1日から平成23年3月31日まで（２年間）
　　　※事業実施期間前に設置された火災警報器は助成の対象外となります。

【よくある質問　Ｑ＆Ａ】
質　　　問 答　　　　え

台所が一番出火の可能性が高
いと思いますが、なぜ助成金
の対象から外れているのです
か ?

　今回の消防法改正は、就寝中の逃げ遅れによる死亡者の増加を防ぐために、もっとも有効
とされる寝室、階段などへの火災警報器設置を義務化したものです。町でも、町民の生命に
関わる義務化部分の寝室、階段等に限っての助成ですが、少しでも多くの住宅に火災警報器
が設置されるよう取り組んでいます。
　なお、台所などへの設置は義務化はされず、助成金も対象外ですが、家族が安心して暮ら
せるよう、設置が推奨されています。

なぜ、煙感知式でないと助成
対象とならないの ?

　今回の義務化の主たる目的は、寝ている状態でいち早く火災の発生を知るということです。
就寝中の場合、火災の発生はもとより、他の部屋で鳴っている警報器の音も気付かない場合
が多くあり、気づいたときには既に逃げ場がなく、煙にまかれてしまうという状況になりま
す。
　これらを防止するため、実際に寝ている部屋や付近の階段に取り付け、煙発生の初期段階
で火災を確認できるよう、消防法では煙感知式の設置を想定しています。

火災警報器の電池の寿命はど
のくらいですか ?

　２年、５年、10年ものがありますが、現在、市販されているものの多くは10年ものとなっ
ています。

火災警報器の価格はどのくら
いですか。

　通常の機能だと３千円から５千円位です。ただ、ガス検知機能を備えたものや、他の警報
器と連動するものは高くなります。

悪質な訪問販売等には十分注意を ! 
　町や消防署が、直接火災警報器を訪問販売することは絶対ありません。また、特定の
業者に商品をあっせんしたり、販売を依頼することもありません。あやしいと思ったら
はっきり断って下さい。

この助成事業に関するお問い合わせは
生活環境課　地域安全係  ☎２７－２１１１（内線２８１・２８２）

E-mail  seikan@town.seiro.niigata.jp
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新型インフルエンザの感染が拡大しています
　感染予防の基本は手洗いです。正しい洗い方を習慣付けましょう。

《特に気をつけたい四つのポイント》
①指先、爪の間を入念に　　 ②指の間を十分に　　  ③親指をねじり洗い　　   ④手首も忘れずに

　ここにも注意！
①手洗いの前には腕時計、指輪、アクセサリー、付け爪等は外しましょう。
②カラン（水道蛇口のひねる部分等）も洗いましょう。
③使い捨てペーパーか個人用のタオル（できれば新しいもの）でふき取りましょう。
　共用タオルは避けましょう。

　　　新型インフルエンザワクチンの接種について
●接種スケジュール （平成21年11月19日現在）
　新型インフルエンザワクチン接種は、当面、提供できる量に限りがあるため、優先的
に接種していただきたい方々（優先接種者）が決められています。

　　※　日程は、あくまで県内全体での目安で、実際は各医療機関での接種開始日は異なりますので、   
　　　希望のところへお問い合わせください。また、日程は今後も変更になる可能性がありますの
　　　で町広報、新聞等の情報にご注意ください。

●接種できる医療機関
　　新型インフルエンザワクチン接種については、かかりつけの医療機関にお問合わせください。
　　もし、かかりつけの医療機関で接種できない場合は他の医療機関で接種を行います。接種でき
　る医療機関については、下記の方法で確認ができます。
　○役場1階総合案内、町保健福祉センターに閲覧用リストを設置しています。
　○新潟県ホームページに掲載しています。携帯電話からも確認できます。
　　アドレス　http://www.pref.niigata.lg.jp

●接種費用について
　　接種費用は実費をお支払いいただきます。
　　（全国一律料金）

●接種費用の助成について
　　現在町では優先接種者の一部について、接種費用の助成を検討しています。すでに接種を受け
　た方については、医療機関発行の領収書、接種証明書等を保管しておいてください。助成内容が
　決定しましたら広報等でお知らせします。

日　程 優　先　接　種　者
10/19～ インフルエンザ患者の診療に従事する医療従事者

11/ ２～ 妊婦、基礎疾患を有する方
（ぜんそく、糖尿病、ステロイド内服などで重症化のリスクが高いと医師が判断した方）

12/ １～ 基礎疾患を有する方（上記以外）
12月前半～ 幼児（1歳～就学前）､小学校１～ 6年生 ､1歳未満児等の保護者 
１月中旬～ 中学生、高校生に相当する年齢の方
２月中旬～ 高齢者（65歳以上）

問い合わせ　保健福祉課　☎２７－６５１１

1回目接種 3,600円
2回目接種（同じ医療機関で接種） 2,550円
2回目接種（違う医療機関で接種） 3,600円
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健康づくり教室

　参加者募集！

教室の
最初と最後に、
体力テスト・
血液検査あり！

※第１期（10月～12月に開催）は、22名の参加者で行われました。

　「運動」に関心はあるけど、なかなか行動に移れない人は多くいます。そんな方が初め
の一歩を踏み出すきっかけとなるよう、運動を中心とした健康づくり教室を開催いたしま
す。みなさんふるってご参加ください。

〇実 施 期 間：平成22年１月９日（土）～３月13日（土）の火曜・土曜 全18回
〇時　　　間：火曜日　午後6時30分～8時30分
　　　　　　　土曜日　午後5時30分～7時30分
　　　　　　　　※詳しい日程は、参加者へお知らせします。
〇会　　　場：聖籠町民会館 アリーナ・トレーニングルーム
〇内　　　容：生活習慣病予防のための運動実践（有酸素運動・筋力トレーニングや軽スポーツ）・
　　　　　　　健康講座　 等
〇参　加　費：1,000円
〇対　象　者：聖籠町内に在住のおおむね65歳未満の方  30名
〇申し込み締め切り：平成21年12月25日（金）

週に２回、汗をか
く習慣から…

週に２回、汗をか
く習慣から…

週に２回、汗をか
く習慣から…

「健康づくり教室」～聖籠町国民健康保険保健活動推進事業～

体を動かすことで、
気分転換になった！
お酒の量が減らせ
そうだよ♪

申し込み・お問い合わせ　町民課　保険係　☎２７－２１１１（内線１１７）

第 2期生

教室に参加したら、
運動習慣だけでなく、
食生活にも意識が向く
ようになったわ！！

17　H21.12 広報聖籠
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　問い合わせ　町民課　町民サービス係　☎ 27－２１１１（内線１１２）

パスポート申請のご案内パスポート申請のご案内
パスポートを申請するには、下記のものが必要です。（町内に住民登録のある方）

必要書類 内　　　　　　　　　　　　容

①　一般旅券
　　発給申請書　1通

5 年旅券用と10年旅券用の 2種類あります。
20歳未満の方は、有効期間が 5年旅券用のみの申請となります。

②　戸籍謄本又は
　　抄本　1通

発行の日から 6か月以内のもの。
有効期間内の旅券を切り替える場合で氏名･本籍に変更のない方は省略できます。

③　顔写真　　　 1枚

6 か月以内に撮影されたもの。写真は貼らずに裏面に氏名をお書きください。
<写真の規格 >
・たて45mm×よこ35mm、ふちなし
・顔の寸法は髪を含む頭頂からあごまで34mm±2mm
・顔は正面向き、無帽、無背景

④　申請者本人と
　　確認できる書類

1点でよい書類（現に有効なもの）

・日本国旅券　　・運転免許証　　　・写真付住民基本台帳カード
・官公庁等の写真付身分証明書

2点必要な書類

A欄と B欄の各 1点、又はA欄から 2点を提示してください

A欄 B欄

・健康保険証
・国民健康保険証
・共済組合員証
・国民年金証書（または手帳）
・厚生年金証書（または手帳）
・介護保険被保険者証
・印鑑登録証明書と実印

次のうち写真が貼ってあるもの
・学生証
　（中学生の生徒手帳は写真なしでも可）
・会社の身分証明書
・公の機関が発行した資格証明書等
・小学生以下の場合「健康保険証＋母子手帳」

⑤　前回取得した旅券
・有効期限内の旅券をお持ちの方は、有効旅券の提出がないと申請できません。
・過去に旅券を取得した方は、失効していてもその旅券をお持ちください。

⑥　手数料

10年用　16,000円
収入印紙　　　　　　14,000円
新潟県収入証紙　　  　2,000円

５年用　11,000円
（12歳未満　6,000円）

収入印紙　　　　　　9,000円
　　　　　（12歳未満　4,000円）
新潟県収入証紙　　  　2,000円

　年内のパスポート申請は、窓口をご確認の上、お早めに！
年内にパスポート（旅券）の受け取りを希望される方は、早めに申請をお願いします。
受付時間　　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前８時30分～午後５時00分

広報聖籠 H21.12　18
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「日本年金機構」が
来年１月１日からスタート！

～社会保険庁が廃止され、新たに
「日本年金機構」がスタートします。～

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

「日本年金機構」が
来年１月１日からスタート！

～社会保険庁が廃止され、新たに
「日本年金機構」がスタートします。～
○　国民の皆様の信頼に応え、一層のサービス 
　向上の実現を目指し、社会保険庁は組織・人
　員を一新し、「日本年金機構」として生まれ変
　わります。
○　現在あるお近くの社会保険事務所は、新た
　に「年金事務所」と名称が変わりますが、年
　金相談などの窓口として引き続きご利用いた
　だけます。
●平成22年１月１日から

　町民課　☎２７－２１１１（内線１１１）

日本年金機構
（公的年金の運営業務）

厚生労働省
（公的年金の財政責任・  
　運営責任）

社会保険庁
↓
廃止

事業所のみなさんへ

町税の申告がインターネットで行えます町税の申告がインターネットで行えます
12月14日からeLTAX（エルタックス）の利用届出を受け付けます

　町では、㈳地方税電子化協議会が運営する地方税電子申告システム（eLTAX：エ
ルタックス）を利用し、インターネットによる電子申告、電子申請・届出の受付を
行います。
　なお、電子申告をする場合には、eLTAX（エルタックス）ホームページ (http://
ｗｗｗ .eltax.jp/) にアクセスし、利用届出の手続きが必要になりますが、聖籠町
は12月14日からの受付となります。
　詳しい内容や手続きについては、eLTAX（エルタックス）ホームページをご覧
になるか、役場税務財政課税務係または、㈳地方税電子化協議会へお問合せくだ
さい。
●【地方税電子化協議会】のお問合せ先
　・サポートデスク電話番号　０５７０－０８１４５９（受付時間　8：30～20：00）
　　※土、日曜日、祝日、年末年始12／29～１／３を除く。　
　　※全国一律市内通話料金です。
　　※IP電話などをご利用の場合は、０３－５３３９－６７０１（通常料金）へお問合せください。
●利用できる手続き
　税　目 利用可能な手続き
法人町民税 ・中間（確定、修正）申告　・法人設立（異動）届出書　など

個人住民税 ・給与支払報告書、公的年金支払報告書の提出
・特別徴収義務者の所在地・名称変更届出書等特別徴収関連手続き　など

固定資産税
（償却資産）

・全資産申告
・増加資産／減少資産申告　・修正申告　　など

●事前に準備するもの
　・インターネットが利用できるパソコン（具体的な環境設定についてはエルタッ
　　クスホームページを参照）
　・eLTAX（エルタックス）で利用可能な電子証明書とICカードリーダライタ
　　ただし、税理士等に申告書等の作成・送信を依頼している納税者は不要です。
　税務財政課　税務係　☎２７－２１１１（内線１４５）

平成21年度　新潟県立青少年研修センター主催事業

  芸術家か
ら学べる

！

－　越前浜の芸術家　－
　青少年研修センターの近辺にある越前浜･角田浜集落
に集う様々な芸術家たちと交流し、本物の芸術を体験
できる「物づくり体験塾」。第２回は『ガラス工芸』を
企画しました。ゆっくり昼食をとりながら、楽しく物
づくりをしてみませんか。

平成22年　２月６日㈯
★ガラス工芸体験　松田尚子さん（ガラス作家）
　　費用……1,400円（昼食、保険、材料込）
　　申込締め切り……１月24日㈰
時間：午前10時～午後１時半（受付午前９時半～）
会場：新潟県立青少年研修センター
※定員30名（小学生以上）…先着順

松田尚子 プロフィール
1954 新潟市生まれ
1981 東京ギアマン工芸学院ガラス科卒業
1985 東京伊勢丹 個展
1986 アンデパンタン展「ガラスの昆虫」金賞
1987 松屋銀座「ガラスの昆虫図鑑」個展
1991 「ガラスの妖精たち」出版
1997 シアトル／ガラススクール 参加
     　ガラスのメルヘン美術館 開館
2000 「ランプワークフェスティバル」毎年参加
2000 「バーナーで作る小さな妖精たち」出版
2006 毎年 作品展・個展多数参加 

 

間手橋交差点

角田山 

国道402号 

至 新潟市街 

国道116号 

県道新潟寺泊線 

佐潟 

コンビニ 

至 新潟西 IC 

木山小学校 

新潟
国際情報 

青少年研修センター 

至 内野・新潟 

日本海 

越前浜 

四ツ郷屋浜 

明田交差点 

善光寺交差点 

大学 越後赤塚

越後曽根 

 巻 

巻総合高校 
至 吉田 

巻潟東 IC 

国道460号 

県立高等養護 
学校分校 

至 吉田 

松野尾交差点

追分交差点

看板 
看板

巻中央 IC

看板

JR 越後線 

問合せ先
新潟県立
青少年研修センター
（研修課）

新潟市西蒲区越前浜
5597－1
TEL  0256－77－2111
FAX  0256－77－2114
（お申込は電話かFAX
でお願いします。） HP「ガラスのメルヘン美術館」  http://www.glass-meruhen.com/
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★参加者の声　（アンケートから）
・省エネには心がけたんですけど最近は買い物してレジ袋からエコバックを使うようにしていま
　す。

・このアパートに来て初めての夏　天候や日当たりの悪さも手伝って（?）7～9月全くエアコン 
　を使わず過ごすことができ省エネ＆節約になった。こどもと共に早寝早起き（日が長いときは
　明るいうちに入浴まで済ませ、あとは寝るだけ♪）外遊びや絵本読みなどで、なるべく TVを
　見せないなど子供に良い生活ができた。パパが夜な夜な見る TVやゲーム（あげくの果てには
　それらのつけっぱなし）電灯の消し忘れがなければ・・・悔やまれる～

・今年は涼しかったのでほとんどエアコンはつけず、扇風機にしたり窓を開けたりしていた。冷

お問い合わせ
生活環境課

☎27ー1962（直通）

★キャンペーン結果
・応募数 63世帯
・結果提出数 50世帯 （提出率79％）
・削減世帯数 22世帯
　　30％以上削減　　 2世帯
　　10％以上削減　　13世帯
・全体の削減量 2,418 kwh

　応募者の方々へは、個別に
チャレンジ結果と全体の集
計結果についてお知らせし
ます。

今年は電気使用量を削減できなかった

としても、今後の心がけ次第でいくら

でも省エネできるので諦めないでくだ

さいね！

　蔵庫の詰め込みすぎにとっても注意しました。缶ジュースも2～3本ずつ入れるようにした。

・小さなことでも一人一人が取り組むことによって大きな力になるので、みんなで強力しあい地
　球温暖化を防ぎたい。

・温暖化などの気候変動…こども達の未来が心配です。”小さなことでもコツコツ継続”今後も意
　識して取り組んでいきたいと思います。

・我が家は太陽熱を利用し空気を循環させお湯を沸かし、地の利（自然のさわやかな風）を活か
　して冬暖かく夏涼しい家です。エアコンはありません。

⑩独自の工夫をした
⑨電気製品の使用を控えた
⑧主電源から切った
⑦省エネ型の家電製品に取り替えた
⑥見ていないテレビを消した
⑤白熱灯を電球型蛍光灯に変えた
④冷蔵庫の詰め込みすぎに注意した
③冷房器具の設定温度を調整した
②電気の消し忘れに気をつけた
①使わないコンセントを抜いた

取組んだ省エネ行動

毎日の生活の中に、省

エネにつながるきっか

けがたくさんあるとい

うことがわかるね♪

とても協力的
だった　9 ある程度協力的だった　28

あまり協力的
ではなかった

6

一人住まい　1

無回答
5

省エネに対して家族の対応は

家庭での省エネには家

族の協力が必要です。

一人で省エネは難しい

ですよね。

みんなが取組んだ省エネ行動はこちら

エココロ通信 ���.20

★キャンペーン概要
　地球温暖化の原因の1つである二酸化炭素を削減していくには、住民ひとり
ひとりの認識と行動が必要不可欠です。
　町民の皆さんに環境問題を考え、行動するきっかけづくりとして、誰でもカ
ンタンにすぐ始められる電気の省エネチャレンジを呼びかけ、環境にやさしい
ライフスタイルへの転換を図ることを目的として、キャンペーンを実施しまし
た。

★内容
　2009年 7月～9月 　3ヶ月間電気の省エネにチャレンジ！
　①電気量を前年同月と比較し、どれだけ削減したか
　②同人数世帯の平均電気使用量と比較し、どのくらい電気を使ったか
　①，②いずれかで上位の方には副賞をプレゼント！
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エココロ通信 ���.20

●町内で野焼きが多発しています
　　廃棄物の野焼き（廃棄物の処理基準に従わない野外での焼却）は、ダイオキシン類の排出な 
　ど環境汚染をもたらすばかりか、煙による健康被害も心配されます。
　　廃棄物処理法では、どんと焼き等の風俗習慣上又は宗教上行われるものや、たき火等の日常
　生活を営む上で通常行われる軽微な焼却行為などを除き、野焼きを原則禁止しています。違反
　すると直ちに罰則の対象となります。
　　廃棄物を処理する場合は、廃棄物処理業者に委託するなど、廃棄物処理法で定める方法で適
　正に処理してください。

（注意点）
　　・ドラム缶、煙突付きの簡易な焼却炉での焼却も野焼きに当ります。
　　・廃棄物の投入口が外気と直接つながるもの、煙突から火炎、黒煙、
　　　焼却灰等の出る焼却炉での焼却は全て野焼きに当ります。

（罰　則）
　　・3年以下の懲役又は300万円以下の罰金又はこの併科

※ 詳しくは、ごみカレンダーをご覧ください。

年末年始のごみ収集について
ごみの種類 年　　末 年　　始

燃やせるごみ 12月30日（水）まで 1月4日（月）から

燃えないごみ
山 倉 地 区：12月28日（月）まで
蓮 野 地 区：12月29日（火）まで
亀 代 地 区：12月30日（水）まで

山 倉 地 区：1月4日（月）から
蓮 野 地 区：1月5日（火）から
亀 代 地 区：1月6日（水）から

ペットボトル・
紙パック

蓮野・山倉地区：12月24日（木）まで
亀 代 地 区：12月25日（金）まで

蓮野・山倉地区：1月7日（木）から
亀 代 地 区：1月8日（金）から

空き缶・
ガラスびん 全　 地 　区：12月24日（木）まで 全　 地 　区：1月7日（木）から

プラスチック 山倉・蓮野地区：12月29日（火）まで
亀 代 地 区：12月30日（水）まで

山倉・蓮野地区：1月5日（火）から

亀 代 地 区：1月6日（水）から
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交 通
安 全
交 通
安 全
vol.91

交通安全に関することは
生活環境課

☎27ー1962（直通）

区分

年

10月 1 月～10月（累計）

発生
件数 死者数 傷者 発生

件数 死者数 傷者

平成21年 8 0 8 58 2 72

平成20年 4 0 5 77 1 101

増　減 +4 0 +3 －19 +1 －29

町の交通事故発生状況

飲酒運転は
大罪です。
待ち受ける悲劇
を想像してくだ
さい。

交通事故の約半数
は交差点で発生し
ています。
安全確認を“徹底”
してください。

飲酒運転根絶！

★知ってましたか？飲酒運転の更なる厳罰化（行政処分）
●酒酔い運転　　25点から35点へ（運転免許の欠格期間も２年から３年へ）
●酒気帯び運転
　呼気１リットル中0.25mg以上　13点から25点へ（運転免許の欠格期間２年）
　呼気１リットル中0.15mg以上　６点から13点へ

　　以上のように基礎点数が引き上げられました。
　　酒気帯び運転では、0.25mg 以上は、即、免許取消に、0.15mg 以上でも
　長期の運転免許停止となり、軽微な違反でも累積が点数があれば運転免許
　取消になります。

忘れていませんか？　見舞金の請求  
交通災害共済に加入されている皆さんへ
～見舞金の請求期間は交通災害を
　受けた日から起算して“１年以内”です～
　不幸にして交通災害に遭われた場合、交
通災害共済に加入されている方には実治療
日数７日以上の傷害から見舞金が支給され
ます。交通災害に遭われたら、まず役場生
活環境課に連絡を！
※治療を継続中でも、１年が経過した場合
　は請求できませんのでご注意ください。

受賞
おめでとう
ございます。

聖籠町交通安全母の会のみなさん
受賞おめでとうございます
～平成21年度新潟県知事表彰～

　11月10日、新潟県庁において平成21
年度新潟県知事表彰の表彰式が行われ、
聖籠町交通安全母の会が“交通安全”に
おける顕著な功績により表彰されまし
た。
　この賞は、県の経済、社会、文化の発
展等に大きな功績のあった方々を表彰す
るもので、交通安全母の会は「交通事故
のない明るい家庭を築くこと」を目標に、
地域での呼びかけや高齢者のいる世帯を
訪問しての事故防止指導など地道な活動
が評価されました。

平成21年
６月１日施行

飲酒運転は、たとえわずかな飲酒量であってもたいへん危険です。

例えば
・ワイン グラス１杯でも…ブレーキを踏む反応時間が1.5倍になる。
・日本酒 コップ１杯でも…注意力が散漫になり、モノを見落す。
・チューハイ １缶でも…動体視力が半減する。

　など、わずかな飲酒量でも重大事故に直結します。
　　年末は、忘年会などでお酒を飲む機会が多くなりますが、「飲酒運転を絶対に
　しない、させない、許さない。」を合い言葉に飲酒運転を根絶しましょう。

▶代表として受
　賞された
　髙橋一子会長
　（左は新潟県警
　交通部長）
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アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!

大
詰
め
の
リ
ー
グ
戦
!!

　

Ｊ
１
リ
ー
グ
戦
は
混
戦
で
最

終
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
現
在
Ｊ

１
リ
ー
グ
戦
で
５
位
に
つ
け
て

お
り
（
11
月
12
日
現
在
）、
残

す
と
こ
ろ
３
試
合
と
な
り
ま
し

た
。
11
月
８
日
（
日
）
ア
ウ
ェ

イ
で
行
わ
れ
た
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田

戦
で
は
、
強
力
な
攻
撃
陣
を
擁

す
る
磐
田
を
相
手
に
立
ち
上
が

り
か
ら
新
潟
ら
し
い
攻
守
と
も

に
非
常
に
積
極
的
な
サ
ッ
カ
ー

を
展
開
し
、
２
―
０
と
完
勝
し

ま
し
た
。攻
撃
で
は
、大
島
選
手

と
矢
野
選
手
の
ポ
ス
ト
を
基
軸

に
サ
イ
ド
チ
ェ
ン
ジ
を
上
手
く

使
い
、
２
列
目
か
ら
の
追
い
越

す
動
き
で
決
定
機
を
何
度
も
創

出
。ま
た
、高
い
位
置
で
ボ
ー
ル

を
奪
っ
て
か
ら
の
シ
ョ
ー
ト
カ

ウ
ン
タ
ー
と
、
新
潟
ら
し
い
プ

レ
ー
で
前
半
か
ら
磐
田
を
圧
倒

し
ま
し
た
。
守
備
で
は
Ｆ
Ｗ
か

ら
Ｄ
Ｆ
ま
で
が
コ
ン
パ
ク
ト
な

状
態
を
保
ち
、
連
動
し
た
プ
レ

ス
か
ら
、
複
数
で
囲
ん
で
ボ
ー

ル
を
奪
取
と
、
磐
田
の
シ
ュ
ー

ト
を
２
本
だ
け
に
押
さ
え
、
前

田
遼
一
と
イ
・
グ
ノ
と
い
う
代

表
に
名
を
連
ね
る
強
力
攻
撃
陣

を
完
璧
に
封
じ
込
め
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
、
ベ
ス
ト
の
試
合

と
も
言
え
る
ほ
ど
、
新
潟
の
プ

ラ
ン
通
り
の
試
合
と
な
り
ま
し

た
。

　

シ
ー
ズ
ン
は
残
り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
が
、
目
標
の
達
成

へ
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
聖

籠
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
積
ん
で
い
ま
す
。
鈴

木
淳
監
督
が
標
ぼ
う
す
る
攻
守

に
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
サ
ッ
カ
ー

が
し
っ
か
り
と
チ
ー
ム
に
根
付

い
た
こ
と
で
、
ど
の
チ
ー
ム
か

ら
も
勝
利
を
も
ぎ
取
れ
る
、
新

潟
ら
し
い
サ
ッ
カ
ー
を
展
開
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
今

シ
ー
ズ
ン
。
最
後
ま
で
熱
い
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

で
の
決
勝
に
向
け
、
サ
ポ
ー

タ
ー
の
み
な
さ
ん
と
共
に
闘
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

ち
ら
も
最
後
ま
で
熱
い
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※
12
月
の
試
合
日
程

〈
Ｊ
１
リ
ー
グ
〉

第
34
節　

12
月
5
日
（
土
）

VS
Ｆ
Ｃ
東
京　

15
：
30

東
北
電
力

　

ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

（
記
事
・
写
真
提
供

　
　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
）

天
皇
杯
3
回
戦

横
浜
Ｆ
Ｃ
戦

　

10
月
31
日
（
土
）
に
行

わ
れ
た
天
皇
杯
３
回
戦
で

は
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
ら
し
い
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ

で
幅
広
い
攻
撃
を
み
せ
て

Ｊ
２
横
浜
Ｆ
Ｃ
相
手
に
３

―
１
と
快
勝
し
ま
し
た
。

4
回
戦
の
相
手
は
明
治
大

学
戦
。
こ
こ
ま
で
湘
南
ベ

ル
マ
ー
レ
（
Ｊ
２
）
や
モ

ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
（
Ｊ
１
）

な
ど
プ
ロ
チ
ー
ム
を
次
々

と
破
っ
て
き
ま
し
た
。
鈴
木
監

督
、
選
手
た
ち
は
大
学
生
を
相

手
に
し
て
も
決
し
て
自
分
た
ち

の
サ
ッ
カ
ー
を
崩
さ
ず
、
全
力

で
勝
利
を
目
指
す
姿
勢
を
明
確

に
し
て
い
ま
す
。
内
田
選
手  

　
　
　
　
　
　
　

は
「
リ
ー
グ

　
　
　
　
　
　
　

戦
と
は
異
な

　
　
　
　
　
　
　

る
大
会
、
相

　
　
　
　
　
　
　

手
に
対
し
全

　
　
　
　
　
　
　

力
で
ぶ
つ
か

　
　
　
　
　
　
　

っ
て
い
く
」

　
　
　
　
　
　
　

と
、
話
し
て

　
　
　
　
　
　
　

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

元
旦
に
行

　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
る
国
立
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10
月
16
日
開
催
の
第
6
回
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
10
月
1
日
か
ら

欠
員
と
な
っ
て
い
た
町
教
育
委
員
に
諏
訪
孝
男
（
杉
谷
内
在
住
）
さ
ん
が

同
意
さ
れ
、
同
日
、
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

諏
訪
さ
ん
は
、
町
商
工
会
青
年
部
の
部
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
現
在
は

会
社
役
員
を
務
め
る
傍
ら
、
青
年
部
Ｏ
Ｂ
と
し
て
青
年
部
員
の
指
導
、
育

成
に
ご
尽
力
さ
れ
、
ま
た
教
育
や
福
祉
活
動
に
も
熱
心
で
、
地
域
の
青
少

年
活
動
や
町
福
祉
協
議
会
の
評
議
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
等
人

格
・
見
識
と
も
に
優
れ
た
方
で
あ
り
、
教
育
委
員
と
し
て
の
活
動
に
そ
の

手
腕
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成
21
年

10
月
16
日
か
ら
平
成
25
年

10
月
15
日
ま
で
で
す
。

★

　

10
月
18
日
（
日
）
に
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
て
、
聖

籠
町
教
育
委
員
会
様
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人 

ス
ポ
ネ
ッ
ト
せ
い
ろ
う
様
、
新

発
田
市
教
育
委
員
会
様
、
新
発
田

市
体
育
協
会
様
、
下
越
地
区
サ
ッ

カ
ー
協
会
様
の
5
団
体
の
ご
後

援
、
東
北
電
力
株
式
会
社
様
、
聖

籠
商
工
会
様
な
ど
の
40
社
の
ご
協

賛
を
頂
き
、「
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ

カ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
過
去

最
多
を
記
録
す
る
約
３
０
０
名
の

お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
親
子
で

楽
し
め
る
「
サ
ッ
カ
ー
教
室
」、プ

ロ
を
目
指
す
選
手
達
と
ふ
れ
あ
う

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
」、

豪
華
商
品
が
当
た
る
「
宝
探
し
」、

な
ど
を
行
い
、
お
客
様
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

検索ＪＡＰＡＮサッカーカレッジ
詳しい情報はこちらまで・・・

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー

カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
や
ス
タ
ッ
フ
か

ら
集
め
た
ス
ポ
ー
ツ
用
品
や
小
物

な
ど
を
出
品
し
た
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
も
開
催
し
、
４
，
６
２
０

円
の
売
上
金
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
売
上
金
は
全

て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
骨
髄
バ
ン
ク
サ

ポ
ー
ト
新
潟
」
様
へ
寄
付
し
、
活

動
資
金
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

こ
の
「
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ

カ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
は
年
々
大
き
な

支
援
を
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
を
代
表
す
る

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ

カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
地
域
に
密

着
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
開

催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

★
★

親
子
ふ
れ
あ
い

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

町
教
育
委
員
会
委
員
長
に

宮
下
由
美
子
さ
ん

　

10
月
26
日
開
催
の
第
10

回
町
教
育
委
員
会
に
お
い

て
、
町
教
育
委
員
長
職
務

代
理
の
宮
下
由
美
子
さ
ん

が
委
員
長
に
互
選
さ
れ
ま

し
た
。

　

任
期
は
平
成
21
年
10
月

26
日
か
ら
平
成
22
年
9
月

30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

諏訪　孝男諏訪　孝男さんさん
（杉谷内）（杉谷内）

宮下由美子宮下由美子さんさん
（次第浜）（次第浜）

町
教
育
委
員
会
委
員
に

諏
訪
孝
男
さ
ん
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みんなのひろば

食
しょく

は味
ミ ラ ク ル

楽来
～魚は好きですか？～
　　　　～すき？・きらい？～五十嵐栄養教諭

№17№17

魚好きな子どもを育てよう
　四方を海に囲まれている島国の
日本は、一年中美味しい魚が出回
り、季節を感じさせてくれます。
食べ物は、ほとんどが人が育てた
もの、野菜や米も栽培されたもの
です。お肉も家畜です。その中で、
魚の多くが野生のものを地球から
直接いただいています。
　世界の魚は、2 万種類以上、日
本海では、3千数百種類いると言
われています。しかし、日常食べ
られている魚は、約1050種類だそ
うです。
　現在では、魚より肉食を好み、
脂肪の取りすぎが、生活習慣病に
移行することが、心配されていま
す。良質なたんぱく質と青魚の脂
肪酸は、血液の流れを良くしてく
れます。　　
　成長期の子どもたちには、好ん
で魚を食べてほしいと思っていま
す。特に海（漁業）のある聖籠町
の子どもたちですから。

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで
行われている乳児健診会場で４か
月健診対象乳児を撮影しています。

町の宝で～す
10月の乳児健診から

宮下　輝
こうせい

星 ちゃん 髙橋真
ま お と

凰斗 ちゃん

髙崎　瑠
る り

璃 ちゃん 小川　桃
もも

夏
か

 ちゃん

斎藤　愛
め い

生 ちゃん 橋本　礼
れ み

美 ちゃん

松田　明
あ き

希 ちゃん 大澤　虹
こう

太
た

 ちゃん

臼井　昴
すばる

晴 ちゃん 伊藤　奈
な な

那 ちゃん

渡邉　陽
はる

輝
き

 ちゃん 梅津　龍
りゅう

成
せい

 ちゃん

※お詫びと訂正
広報11月号で紹介した田邉壮

そう

司
し

ちゃんの名前が
「荘司」と誤って表示されていました。
お詫びして訂正いたします。

地域活性化対策券地域活性化対策券

お問い合わせ
聖籠町商工会　☎27－2078
【土・日・祝・年末年始は休業】

このポスターが
貼ってある
お店でどうぞ！平成21年11月12日現在

追加登録加盟店　18店／総登録店108店

随時加盟登録受付中随時加盟登録受付中

追加登録事業所名

㈱諏訪建設 東高建機作業㈱ ㈲聖籠ファーム

お食事処　聖 コアフィールド
かぐや姫 スナック　モア

旅館　源蔵 ㈱天尾重建 ㈲小林電気

㈲とやだ金物店 犬のお店
わんだふる ㈲バイオアース

ヘアーサロン
長谷川 ㈲ワイズ 農事組合法人

米の国

ふるさと 樹木植栽、剪定、伐採
小林浩二 曽根商店

本物を見せること
　給食では「ギス」に続き２回目になり
ますが『今日の給食に使う魚』生の本物
を各こども園・小・中学校に届け、子ど
もたちに見てもらっています。
　丸ごとの本物の魚を臭いをかいだり、
ツンツンとさわったり驚きの表情で子ど
もたちは、目を輝かせながら見ています。
その魚が、当日の給食に登場です。「ま
さば」の時は、“カレー照り焼き”にし
て食べてもらいました。食べ残しもなく
おいしく食べてくれました。子どもたち
には、魚を食べて何の魚かが分かるよう
になってほしいと思っています。家庭で
もどうぞ本物を見せてあげてください。

「あっ、サンマ
だ !」と鯖を見
て一言 ?残念 !
普段食べられる
魚くらいは、覚
えてほしいもの
です
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三
つ
の
〝
き
〞
を
大
切
に

―
加
治
川
の
里　

も
ち
つ
き
大
会
―

みんなのひろば

ピグレットさん 11歳メイリさん 12歳

高橋 丈さん 7歳
トッキッキさん 11歳

イナズマ☆さん 13歳 スマイル さん 12歳

　　　　　投稿するときは濃い鉛筆
　　　　　（2B以上）かペンで書いて
　　　　　ください。（薄いものは
　　　　　掲載できません）　　　
　　　　　名前は必ず書いてくださ
い。　　（ペンネーム希望の場合は
　　　名前の横にペンネーム『○○
　　　○』と書いてください。
1か月に一人1枚だけ受け付けます。

※おうちのみなさま へ
　特に小さいお子様の作品
で、鉛筆書きのため掲載で
きないものが毎月２～３点
送られます。
　投函される前にご確認く
ださい。

高橋達也さん 11歳 ひよこさん 10歳

　

11
月
15
日
（
日
）、
今
年
汐
見

台
に
開
所
し
た
介
護
付
き
有
料
老

人
ホ
ー
ム
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク 

加
治
川
の
里
」
で
出
前
も
ち
つ
き

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
四
ツ
屋
、道
賀
新
田
、上

大
谷
内
の
三
集
落
の
有
志
の
方
々

で
構
成
し
て
い
る
『
も
ち
つ
き
実

行
委
員
会
』
が
、「
加
治
川
の
里
」

で
過
ご
す
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深

め
よ
う
と
企
画
し
、
開
催
し
た
も

の
で
す
。

　

実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
か
ら
は

「
こ
れ
か
ら
も
『
元
気
・
希
望
・
絆
』

の
三
つ
の
〝
き
〞
を
大
切
に
し
て
、

生
き
る
喜
び
を
繋
い
で
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹

介
さ
れ
、
つ
き
手
の
き
ね
が
大
き

 

あ
り
が
と
う

 

ご
ざ
い
ま
し
た

 

東
北
電
力
㈱
街
路
灯
寄
贈

―
明
る
く
安
全
な
町
に
―

　

10
月
29
日
（
木
）、
東
北
電
力

㈱
新
発
田
営
業
所
か
ら
町
に
街
路

灯
24
灯
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
北
電
力
㈱
で
は
地
域
と
一
体

に
な
っ
て
明
る
く
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
聖
籠
町

を
は
じ
め
新
発
田
営
業
所
管
内
の

各
市
で
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
町
に
寄
贈
さ
れ
た
街
路

灯
は
各
集
落
の
要
望
に
応
じ
て
配

布
さ
れ
ま
す
。

三
つ
の
〝
き
〞
を
大
切
に

―
加
治
川
の
里　

も
ち
つ
き
大
会
―

く
振
れ
る
た
び
に「
ソ
ー
レ
、ソ
ー

レ
！
」
と
い
う
掛
け
声
が
飛
ん
で

い
ま
し
た
。
つ
き
あ
が
っ
た
三
升

の
も
ち
は
雑
煮
と
し
て
、
ま
た
あ

ん
こ
や
き
な
こ
に
く
る
ま
れ
、
昼

食
の
テ
ー
ブ
ル
に
。

　

入
所
者
の
阿
部
サ
ワ
さ
ん
（
97

歳　

杉
谷
内
）
は
「
大
変
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
と
楽
し
く
す
ご
し
た
い

で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

も
ち
つ
き
実
行
委
員
会
で
は
ご
不

用
の
臼
を
探
し
て
い
ま
す
。
提
供

で
き
る
方
は
役
場
総
務
課　

広
報

係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

掛け声にも熱がこもります

みんなでおいしくいただきました（右端：阿部サワさん）
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第88回全国高校サッカー選手権大会第88回全国高校サッカー選手権大会

　11月15日（日）に東北電力ビッグスワンで行われた「第88回全国高校サッカー選手権大会」決勝戦で、
JAPANサッカーカレッジ高等部にあたる開志学園JSCは北越高校と試合を行い、準優勝となりました。

　創部５年目にして３度目の決勝進出に挑んだ開志学園JSCでしたが、ま
たしても悲願の達成はなりませんでした。
　主将であるFW和田選手を中心に強豪校を打ち破り、決勝へと駒を進め
た開志学園JSC。対するは２年前に同じく決勝戦でぶつかり、PKで敗れ
た北越高校でした。雪辱に燃える開志学園JSCは序盤から優勢に試合を
進め、前半４分、和田選手がPKを決めて先取点を奪い、その後１点を返
されるも、FW藤井選手が２点目を決め、北越を突き放しました。
　後半攻撃陣を増やし猛攻を仕掛ける北越に対し、開志学園JSCは粘り
強く守りましたが、ロスタイム終了間際に同点ゴールを決められ、試合は
延長戦に。
　勢いに乗る北越は延長戦で２点を奪い、逆転。開志学園JSCもMF古田
選手が意地の１点を返しましたが、追い上げもそこまで。２年前と同じく
後半ロスタイムに失点をし、手中に収めかけた初優勝は来年以降に持ち越されました。
　しかし、相手チームより選手が多くいると思わせる運動量、細かいパスワークや多彩なサイドからの攻
め等、準優勝チームにふさわしい実力、まとまりを見せてくれました。聖籠町の恵まれた環境で更に励み、
来年こそは初優勝を成し遂げてほしいものです。　　　　　　　  （写真提供：JAPANサッカーカレッジ）

【大会結果】
3 回戦
　開志JSC　９－０　五泉

4回戦
　開志JSC　４－１　 巻

準々決勝
　開志JSC　４－１　高志

準決勝
　開志JSC　２－１　新潟工業

決勝
　開志JSC　３－４　北越

▶
今
大
会
得
点
王
に
輝
い
た

　

Ｆ
Ｗ
和
田
選
手

◀
前
半
４
分
、
和
田
選
手
の
ゴ
ー
ル
で

　

意
気
が
揚
が
る
選
手
た
ち

▶
全
力
を
出
し
切
っ
た
選
手
に
、
大
き

　

な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◀
決
勝
戦
、
２
点
目
を
決
め
た

　

Ｆ
Ｗ
藤
井
選
手
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悲願の全国大会出場ならず
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